
お子様の就学先を決めるまで

倉敷市教育委員会 指導課

特別支援教育推進室
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内容 Ⅰ 教育支援の流れ

１ お子様の就学先を決めるまで

２ 幼児のための就学相談

３ 就学時の健康診断

４ 就学に係る個別面談と倉敷市教育支援委員会

５ 就学先の検討

６ 就学先の決定

Ⅱ 就学先について

１ 特別支援学校

２ 特別支援学級

３ 通級指導教室
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Ⅰ－１ お子様の就学先を決めるまで（倉敷市）



Ⅰー２ 幼児のための就学相談

【内容】
特別支援学校、特別支援学級を検討して
いる方の相談
・ 就学に係る質問にお答えします。
・ 就学先について保護者の意向等を伺い
ます。
・ お子様の様子について個別に伺います。

◆ 就学時の健康診断後、小学校
より 「教育支援該当者」として、
報告を求められることがありま
す。

・ 全ての方が対象ではありません。

◆ 「幼児のための就学相談」に
親子で参加された方は、「就学
に係る個別面談」に参加するこ
とが免除されます。

◆ 教育支援の参考となる資料等
の提出が必要となります。
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【日程】

６月…１３日（金）、１７日（火）、２４日(火）、２６日（木）

７月… ２日（水）、１１日（金）、１５日（火）、１７日（木）

＊申込締切 ５月１６日（金）



【時期】１０月

・ ９月上旬に保健体育課より
「住民票のある世帯主」あて
に、案内はがきが届きます。
・ 学区の小学校で行われま
す。
・ 内科、歯科等の医師による
検診を受けた結果について
は、｢結果通知書｣を当日お渡
しし、お知らせします。

健康診断後に学校から連絡がなければ、通常学級入学へ

Ⅰー３ 就学時の健康診断

◆ 次のような場合は、後日、学校
から保護者に連絡し、必要に応
じて、教育委員会の実施する
「就学に係る個別面談」 への参
加をお勧めします。

• 言語（発音、吃音）、知的発達、
情緒、視覚、聴覚、肢体等で、よ
り詳しくお子様の様子を見させ
ていただきたい場合。

• 学校生活において、特別な支援
を要することが予想される場合。
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【時期】１０月末～１１月初

Ⅰー４ 就学に係る個別面談と倉敷市教育支援委員会

◆ 就学に係る質問にお答
えします。

◆ 就学先について保護
者の意向等を伺います。

◆ お子様の様子について
個別に伺います。

◆ 医師、児童福祉施設職員、教育機関
職員等の専門的な見解を有する２０
～２５名の委員で構成されます。

◆ お子様の状態を基に、専門的な見地
から、最も適切と思われる就学先や必
要な支援を判断します。

◆ 判断結果は、小学校を通じて、保護
者に個別にお知らせします。

就学に係る個別面談 倉敷市教育支援委員会
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【時期】１２月～１月

保護者

合意形成

学 校

Ⅰー５ 就学先の検討

◆ 「教育支援該当者」の方は、お
子様の就学先や、通級による指
導等、お子様に必要な教育的支
援について、小学校と相談してく
ださい。

◆ 倉敷市教育支援委員会の判断
結果を、専門家による一つの指
針として参考にしてください。必
要に応じて教育委員会も相談に
のります。

判断結果の通知

小学校から連絡があります。

学校との合意形成
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【時期】１月末頃までに

倉敷市教育委員会

（学事課）より

保護者宛

入学期日及び

学校指定の通知

Ⅰー６ 就学先の決定

ー 就学先 ー

特別支援学校

通級指導教室

通常の学級

特別支援学級

◆ 就学先が岡山県立特別支援校
の場合、入学期日及び、学校指定
の通知は、岡山県教育委員会か
ら届きます。

◆ 発送は、おおむね２月上旬です。

◆ 年度内に転居の予定がある等、
就学時の健康診断を受けた学校
以外への入学予定がある場合は、
健診を受けた小学校へその旨を
御連絡ください。
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特別支援学校における障害種別

◆ 知的障害
◆ 聴覚障害
◆ 視覚障害
◆ 肢体不自由
◆ 病弱

＊ 障害の程度（知的障害者）

一 知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通が困難で日常生活をいとなむのに頻繁に援助を

必要とする程度のもの

二 知的発達の遅滞の程度が前号に揚げる程度に達しないもののうち、社会生活への適応が

著しく困難なもの

（学校教育法施行令２２条の３）

Ⅱー１ 特別支援学校
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特別支援学校（知的障害）

知的発達に遅れがある児童・生徒を対象として、

自立と社会参加に必要な知識、技能、態度、習慣を

身に付けることができるよう、一人一人の障害の

の状態や発達段階に応じて、生活に結び付いた

内容を、具体的な活動を通して学習できるように

しています。

Ⅱー１ 特別支援学校
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特別支援学校（肢体不自由）

からだの不自由な児童生徒を対象として、教科の

学習のほか、身体の動きやコミュニケーション等に

関する教育を行っています。

手すりやスロープ・エレベーターの設置など、施設

設備にも配慮しています。

また、たんの吸引、経管栄養、導尿などが必要な

児童生徒に対しては、看護師等による日常的な

医療的ケアを実施しています。

Ⅱー１ 特別支援学校
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特別支援学校（病弱教育・訪問教育）
病弱教育

慢性の疾患や身体虚弱のため、医療や生活規制が必要な

児童生徒を対象として、病院等との連携を、密にしながら、各

教科等の学習のほかに、健康状態の回復や改善のために必

要な学習を行っています。

訪問教育

訪問教育は、障害の状態（病状）が重度であるために、学校

へ通学して教育（学習）を受けることの困難な児童生徒のいる

家庭や病院・施設に教師が出向いて行う教育です。

Ⅱー１ 特別支援学校
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倉敷市の小・中学校を対象とする主な特別支援学校

◆ 倉敷市立倉敷支援学校（知的障害）※学区あり

◆ 県立倉敷まきび支援学校 （知的障害・肢体不自由）※学区あり

◆ 県立早島支援学校（肢体不自由） ※学区あり

県立早島支援学校（病弱）

◆ 県立岡山盲学校・県立岡山聾学校・県立岡山支援学校・

岡山県健康の森学園支援学校 等

Ⅱー１ 特別支援学校
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倉敷市立倉敷支援学校（知的障害）

小学部・中学部・高等部
倉敷市のうち倉敷東・倉敷西・老松・万寿東・大高・倉敷南・
中島・旭丘・連島北・葦高・帯江・粒江・天城・茶屋町・
豊洲小学校区
及び水島・児島地区の中学校区
＊下線部…希望により倉敷まきび支援学校又は倉敷支援学校を選択可能

Ⅱー１ 特別支援学校

特別支援学校の通学区域について
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岡山県立倉敷まきび支援学校（知的障害）
【小学部・中学部・高等部（生活コース）】
倉敷市のうち万寿・中洲・中庄・菅生・庄・西阿知小学校区及び
玉島東・玉島西・玉島北・黒崎・船穂・真備東・真備中学校区
総社市、 高梁市、 吉備中央町のうち旧賀陽町、 ももぞの学園入所者
＜倉敷支援学校との調整区域＞
小学部・中学部・高等部（生活コース）が対象
倉敷市のうち倉敷東・倉敷西・老松・万寿東・大高・倉敷南・中島
・旭丘・連島北小学校区
＊下線部…希望により倉敷まきび支援学校又は倉敷支援学校を選択可能

【高等部（職業コース）】
全県

Ⅱー１ 特別支援学校

特別支援学校の通学区域について
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Ⅱー１ 特別支援学校

特別支援学校の通学区域について

岡山県立倉敷まきび支援学校（肢体不自由・訪問教育）

【小学部・中学部・高等部】
倉敷市のうち玉島東・玉島西・玉島北・黒崎・船穂・真備東・
真備中学校区

総社市・高梁市・吉備中央町のうち旧賀陽町

16



学校公開について（県立特別支援学校）

１９

Ⅱー１ 特別支援学校



学校公開について（倉敷支援学校）
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〇 小・中学部
第１回 ６月 ４（水）

学校概要説明会 授業参観 各学部説明会
教育相談（希望者） 等

第２回 ９月 ９日（火）予定

〇 高等部
第１回 ６月 ３日（火）
第２回 ９月２２日（月）予定

Ⅱー１ 特別支援学校



【知的障害特別支援学級】

知的面に障がいのある児童生徒は、身辺の処理や

集団生活への参加などにも困難なことがあります。

そのため、将来への自立を目指して、社会生活に

必要な資質を身に付けるための教育をしています。

Ⅱー２ 特別支援学級

特別支援学級の教育
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特別支援学級の教育

【自閉症・情緒障害特別支援学級】

情緒面に障がいのある児童生徒は、自閉的傾向が

あったり、多動や衝動的な行動等で集団に適応でき

なかったり、また、コミュニケーションがとりにくかったり

します。

そのため、その障がいの状態に応じた指導をしながら、

全体的な発達を促すための教育をしています。

Ⅱ－２ 特別支援学級
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特別支援学級の教育

【聴覚障害特別支援学級】 老松小、西中

聴覚に障がいのある児童生徒のための教育を

しています。

Ⅱー２ 特別支援学級

21



特別支援学級の教育

【病弱・身体虚弱障害特別支援学級】
倉敷東小・東中（倉敷中央病院内）
庄小・ 庄中（川崎医科大学附属病院内）

院内学級と呼ばれ、血液疾患、喘息、腎炎等の
慢性疾患、身体虚弱のために入院治療や生活規制
が必要な児童生徒のための教育をしています。

Ⅱー２ 特別支援学級
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Ⅱー３ 通級指導教室

通級指導教室による指導

通常の学級に在籍している児童生徒を対象に、生活や学
習上の困難を改善または克服するために、個別またはグ
ループによる指導（自立活動）を行っています。



通級指導教室による指導
通常の学級に在籍している児童生徒を対象に、生活や学習上の困難を改善または克服するために、

個別またはグループによる指導を行っています。

【言語障害】倉敷東小・大高小・茶屋町小・第五福田小・味野小・玉島小・箭田小

特定の語音が正しく発音されなかったり、吃音があったり、言葉が出にくかったり、

言葉の発達が遅れていたりする児童のための指導をしています。

【情緒障害】倉敷東小・大高小・茶屋町小・第五福田小・味野小・玉島小・箭田小

東中(玉西中・真備東中）・水島中（味野中） ＊（ ）はサテライト教室

自閉症・ADHD・LD等の発達障害や情緒面に課題がある児童生徒のために、

その子どもの特性に応じた指導をしています。

【聴覚障害】老松小（岡山聾学校の派遣教室）

聴覚に課題がある児童のために、きこえと言葉の両面からの指導をしています。

Ⅱー３ 通級指導教室
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